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予告 9月25日
67人

感染者急増時体制からフェーズⅣへの移行について

【フェーズⅣ】

【急増時】

14日

急増時体制 1,889床(重症236床)

フェーズⅣ   1,685床(重症165床)
※移行要請時の8/10時点の病床数

第５波ピーク 9月1日
165人

○ 急激なリバウンドによる患者の急増に対応するため、重症患者数60人未満を目安にフェーズⅣに移行する。
※より重い患者が増える感染者急増時体制への移行は重症患者数をもとに判断したため、フェーズⅣへ戻す際も重症患者数を目安とする。

推計移行日 10月2日 59人
移行の目安：重症患者60人未満

※推計から60人未満となる1週間前に予告

【フェーズⅣ】

66人

倍加時間10日
(第５波最速)

※9月27日時点

1週間
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埼玉県における抗体カクテル療法実施状況について
埼玉県での運用

８月１６日から、医療機関において薬剤の在庫を配置し、抗体カクテル療法適用者に適時の投与を開始し現在８３の医療機関で
治療を実施。合わせて、９月１４日から宿泊療養施設の一つを「臨時の医療施設」として、病床に負担をかけずに抗体カクテル療
法適用者に適時の投与を実施。

実施状況（9/24現在)

外来で
の投与

外来で投与⇒入院
（１泊２日）

入院患者
に投与

計

４９件 １５８件 １５４件 ３６１件

＜医療機関での投与＞
＜宿泊療養施設での投与＞

特段の症状
なし

発熱
（翌日解熱）

その他

２７４件
(76%)

７９件
(22%)

８件
(2%)

観察
結果

保健所における積極的疫学調査について

急速な感染拡大により、８月６日より一部重点化し調査内容を制限してきた保健所における積極的疫学調査について、９月２７
日から感染状況に応じて調査内容の制限を解除。

３３件投与し、２４時
間経過観察の結果副作
用は０件。

初動調査
（入院要否の確認）

前向き調査（発症2日前か
らの濃厚接触者への対応）

後ろ向き調査
（感染源調査）

〇 × ×

○ ○ ○
一週間さかのぼり
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酸素ステーションの体制再構築

・令和３年９月１日
南部酸素ステーションを上尾市内に開設
これまでの入所者数は２７人

・９月１２日までは複数の入所があったが、
９月１３日以降、０人となっている

・病床使用率が６５％を下回って以降は
入所者は激減又は皆無

体制の再構築

新型コロナウイルスの感染拡大が沈静化し、療養者数も大きく減少傾向が続く状況を踏まえ、酸素ステーションの体制を
再構築し、効果的、効率的に運用していく。

・南部酸素ステーションは、セーフティネットとして当面の間、運用を継続する。

・２か所目の酸素ステーションは準備を整え、９月末に西部地域で運用開始を予定していたが、延期する。

・今後の開設・休止等については、感染拡大・縮小の局面及び病床使用率に応じて判断していく。
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・連作の短編動画を配信
・若者のリアルな思いや

意見を会話劇にして発信

【骨組みとなるコンテンツ】
○コロナにかかると大変
○自己責任じゃすまない
○後遺症の怖さ
○ワクチンの有効性
○副反応の実態

特設サイトの主なコンテンツ

誘導

SNSを活用した動画広告の実施と、その動画から誘導する特設サイト（９月２４日開
設）での効果的な情報発信により、若者に対して正しい情報発信を行う

SNS広報 特設サイト

ECMOの使用動画や、現場の医師への
インタビュー、若者と著名人との座談会な
ど、正しくリアルに訴えかける動画を掲載

インストリーム広告※による
若者の誘導

○テキストコンテンツ
○図表やグラフなどのデータ集
○Q＆A
○現場インタビューや対談動画

Twitter ※予定

Facebook

インストリーム広告動画

ワクチン接種 若者へのＰＲ
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